





























ン語、タイ語、ベトナム語の合計 6種類のアジア・太平洋言語(以下 AP 言語と略す)科目が専修科目となっている。図 1
は言語科目以外の科目を使用言語別にグラフ化したものであるが、2008 年度から今年度にかけて英語のみによる専門科
目の授業科目数は 4.14％上昇している。2010 年夏現在で 2,004 の開講科目のうち、言語科目とシェルター科目を除いた
1,534 の専門科目と基礎科目の約 6割を占める 913 科目が英語を使用した授業となっている。 






































しており、開始当初には 10人未満の応募であったが、2010 年の 8月時には 25 人の応募があった。同プログラムで中国
での学習と生活を経験した学習者達の中国語は目立って上達しており、学習者自身の満足度も高い。しかし APU におけ
る同プログラムに参加していない一般の中国語履修生は上達が遅れているため、このギャップをなくし、APU 中国語教












































まで Aから J の 10 段階に細かく分類されている。初級から上級レベルまでの一コマの授業は 45分である。一週間の授
業回数をみると、初級と中級までは週約 20 コマの授業をし、上級クラスでは週 14 コマの授業である。一学期を通して










表 1 2010 年春学期開講のクラスとレベル分け(本科は除く) 
level 初級 中級 上級 特色クラス 









開講 Class 数 6 8 6 4 2 1 1 1 2 0 1 各 1 1 1 
コマ数/週 20(C と D は 22) 14 9 10(中)/17(上) 17 20 
人数/クラス 約 20 人前後 未知 8(中)/10(上) 28 5 
注)一学期は 16～18 週で一週間の授業日数は 5日、一週間の授業数は 20コマ、一授業時間は 45分である。 
出所）2010 年 3 月の上海復旦大学でのヒアリング調査と資料収集による。 
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2.2 APU の中国語初級者状況  
授業の状況に触れる前に本節ではまず、アンケート調査対象者である受講生の属性を紹介する。一クラスは 25 人編成で、
受講生の属性は表 1のとおり、外国人留学生が 1/3 を占めているものの、半数以上は日本国籍の学生であり、その中に
は父親と母親の国籍が異なるハーフの学生が 2名(タイ人系とアメリカ人系)在籍している。マルチリンガルなクラスで
あり、国際性が豊かであることが特徴である。外国人留学生を国別に分けてみると、韓国国籍が 7名、ベトナム国籍が





表 2 分析対象者属性 
調査対象学期 2010 年春学期 
中国語科目 中国語Ⅰ 
国籍別構成 日本人学生 26名、国際学生 13 名 
性別構成 男性 18 名、女性 21 名 
履修者平均年齢 21 歳 














表 3 授業実行状況 
 1 回目 2 回目 3 回目 4 回目 
前半 単語解釈 文法解釈 文法練習 グループ作業 



























































ポリグロシア 20 巻（2011 年 2月） 
答えられなかったりした時の気まずさをなくすためには効果的であり、またこのような共同作業を通じてお互いにまな
び合い、教え合うこともできる。前のページの表 3の網掛け状の部分が学習者同士の共同作業の時間である。そのほか
























































 図 3 は、7月の学期末に行われた 2010 年春学期末の意識再調査で、四技能のうち自分が最も習得できたと思う技能か





本節では、2010 年春学期の期末筆記試験結果を用いて 2010 年春学期における指導達成状況を評価する。以下は同学期




表 4 2010 年春学期末筆記試験の出題形式 
問題 No. 問題数 出    題    形    式 
第 1問 5 声調が異なる四つの単語のうち、正しいものを聞き取って選択する 
第 2問 5 短いセンテンスを聞き、内容が正しいか間違っているかを判断する 
第 3問 10 二人の会話と質問を聞き、答えを選択する 
第 4問 5 短いセンテンスを聞き、与えられた選択肢から正しいものを選ぶ 
第 5問 10 写真とピンインで書かれた質問を理解し、漢字で答えを書く 
第 6問 10 語順の異なる四つのセンテンスの中から正しいものを選択する 
第 7問 5 ピンインで与えられた文章を理解し、ピンインによる質問に対して漢字で回答する 





各カテゴリー別の詳細な結果は図 5 でまとめたとおりであるが、今学期の成績の平均点は 83 点で全体的に好結果と
なった。図 5は、2010 年春学期末筆記試験の試験問題を第 1問から第 8問まで成績得点を均等化して図示したものであ
る。図 5からは中国語Ⅰの当初の目標がある程度達成できたことがわかる。最高点を 20 と設定した場合、特に基礎学力

































以下の 1式のように単純化する。   
iiiiiii uEffortPurposeMoralonSatisfactiaScore +++++=     (1) 
ai:定数項   Satisfaction：直接教授法を評価する変数 Score：成績変数 
Moral：モーラル変数 Purpose：学習目標変数   Effort：普段の努力変数 

























































係数 最大値 最小値 平均値 中央値
0.594 0.387 1 0 0.731 1
毎日一時間以上中国語を勉強 -7.637 0.048 * 1 0 0.447 0
普段中国人とよく交流する 7.186 0.05 * 1 0 0.263 0
将来就職の際に役立つ -10.924 0.012 ** 1 0 0.632 1
HSKや中検を受けるため 9.039 0.028 ** 1 0 0.211 0
留学するため 6.881 0.119 1 0 0.263 0
面白くて好きだから -1.353 0.706 1 0 0.342 0
中国語のﾄﾞﾗﾏが見たい 5.941 0.311 1 0 0.105 0
中国文化に触れたいから -3.788 0.261 1 0 0.342 0






























































1. 本稿は 2009 年度「ファカルティ・イニシアチブ・プログラム」による研究報告書であるが、筆者個人の教育体験
による見解であり、中国語教員全体のそれでない。 
2. 2010 年 3 月中国で視察した内容に関しては曹瑞林らによる報告「中国の名門大学における外国人学生向け中国語教
育」（本誌 pp.117-128）を参照のこと。“直接教授法”は同報告では“直接法”と表現されている。 
3.  APU は 2000 年 4 月の開学以来二言語教育システムを取っている。2010 年度現在やや英語媒介授業が多くなっている 
  が、開学期には全学術科目の約 50％が英語、残りの約 50％が日本語で提供されるという思い切った英語イマージョ 
      ン、日本語イマージョンであった。2005 年に海外派遣プログラムに単位付与し、それを「イマージョン・プログラ 
ム」と呼称するようになったのは明らかに用語の転用である。 
4.「精読」とは読解の一種で、細かい理解が求められ、文法の説明や語彙の意味を正確に理解しながら読む方法のこと 
   を指し、英語で intensive reading と訳される。 
5.「氾読」とは読解の一種で、細かい理解は求められないが、総合理解力が求められると同時に大量の「読み」が求め
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